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さ
れ
て
お
り
、
一
堂
に
会
し
た
面
々
が
世

代
を
超
え
て
和
や
か
に
語
り
合
い
な
が
ら

新
年
を
賀
し
て
い
る
。

　

新
年
名
刺
交
換
会
の
会
場
に
飾
ら
れ
て

い
る
大
鏡
餅
の
も
ち
米
は
福
澤
諭
吉
の
出

身
地
で
あ
る
大
分
県
・
中
津
産
を
使
用
し

て
い
る
。
こ
の
も
ち
米
は
中
津
三
田
会
に

所
属
す
る
塾
員
佐
藤
正
直
君
の
寄
贈
に
よ

る
も
の
。
佐
藤
君
の
祖
父
で
あ
る
佐
藤
寅

　

慶
應
義
塾
に
は
、
正
月
に
塾
長
を
は
じ

め
と
す
る
教
職
員
、
塾
員
、
塾
生
な
ど
が

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
集
ま
り
、
互
い
に
新

年
の
挨
拶
を
交
わ
す﹁
新
年
名
刺
交
換
会
﹂

と
い
う
行
事
が
あ
る
。
現
在
は
１
月
10
日

の
﹁
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
﹂
後
に
開
催

二
は
手
広
く
米
の
産
地
問
屋
の
商
い
を
手

が
け
、
１
９
３
０
（
昭
和
５
）
年
に
は
初

代
中
津
市
長
と
し
て
旧
﹁
福
澤
記
念
館
﹂

設
立
な
ど
地
元
出
身
の
福
澤
諭
吉
の
顕
彰

に
尽
力
し
て
い
た
。
寅
二
の
長
男
（
正
直

君
の
父
）
が
慶
應
義
塾
高
等
部
に
入
学
し

た
縁
も
あ
り
、
慶
應
義
塾
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
中
津
産
の
も
ち
米
を
送
っ

た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る
。
以
来
、
３

代
に
わ
た
っ
て
佐
藤
家
寄
贈
の
米
に
よ
っ

て
作
ら
れ
た
大
鏡
餅
が
会
場
に
飾
ら
れ
て

い
る
。

　

午
前
中
に
西
校
舎
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

る
﹁
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
﹂
閉
会
後
、

参
加
者
は
生
協
食
堂
へ
移
動
。﹁
新
年
名
刺

交
換
会
﹂
は
塾
歌
斉
唱
、
乾
杯
、
そ
し
て

若
き
血
斉
唱
と
い
う
式
次
第
で
開
催
さ
れ
、

毎
年
会
場
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
来

会
者
が
つ
め
か
け
る
。

会
場
に
飾
ら
れ
る
大
鏡
餅
の

も
ち
米
は
大
分
・
中
津
産

新
春
恒
例
行
事
「
新
年
名
刺
交
換
会
」

毎
年
１
月
10
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
新
年
名
刺
交
換
会
」。

実
際
に
は
名
刺
交
換
だ
け
を
目
的
と
し
た
集
い
で
は
な
く
、
慶
應
義
塾
で
縁
を
結
ん
だ
先
輩
・
後
輩
、
友
人
、
知
己
が

世
代
を
超
え
て一堂
に
会
し
、
談
笑
の
う
ち
に
新
し
い
年
を
喜
び
合
う
行
事
だ
。

そ
の
始
ま
り
は
福
澤
諭
吉
が
亡
く
な
っ
て
４
年
後
の
こ
と
だ
っ
た
。

塾長と新年の挨拶を交わす塾生（2018 年）

会場に飾られた大鏡餅（2018 年）
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餅
の
手
前
に
は
黒
塗
り
の
盆
が
置
か
れ
、

来
会
者
は
盆
に
自
分
の
名
刺
を
置
い
て
か

ら
、
福
澤
先
生
に
一
礼
し
た
と
い
う
。
ま

た
、
来
会
者
は
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
、
シ
ル

ク
ハ
ッ
ト
、
羽
織
袴
な
ど
の
正
装
で
、
日

露
戦
争
中
で
も
あ
り
、
号
外
で
伝
え
ら
れ

る
大
陸
の
戦
況
で
大
い
に
談
論
風
発
し
た

よ
う
だ
。
会
場
で
振
る
舞
わ
れ
た
メ
ニ
ュ

ー
は
屠
蘇
、
数
の
子
、
ご
ま
め
、
す
る
め

な
ど
正
月
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
だ
っ
た
。

　　

第
１
回
新
年
名
刺
交
換
会
か
ら
55
年
後

の
１
９
６
０
（
昭
和
35
）
年
は
、
大
学
設

置
か
ら
70
年
、
福
澤
先
生
生
誕
１
２
５
年

に
あ
た
る
。
当
時
の
奥
井
復
太
郎
塾
長
は

新
年
名
刺
交
換
会
の
挨
拶
で
﹁
今
後
わ
れ

わ
れ
が
福
澤
先
生
に
対
し
て
応
え
る
道
は
、

慶
應
義
塾
を
し
て
真
に
最
高
学
府
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
内
容
を
も
っ
た
大
学
に
す
る

た
め
一
層
の
努
力
を
す
る
以
外
に
は
な
い

と
信
じ
ま
す
﹂
と
述
べ
、
義
塾
関
係
者
へ

工
学
部
（
当
時
）
や
医
学
部
の
教
育
環
境

充
実
へ
の
協
力
を
求
め
て
い
る
。

　

長
ら
く
元
日
に
開
催
さ
れ
て
い
た
新
年

名
刺
交
換
会
が
１
月
10
日
と
な
っ
た
の
は

１
９
６
７
（
昭
和
42
）
年
か
ら
で
あ
る
。

　

新
年
名
刺
交
換
会
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た

の
は
、
福
澤
諭
吉
在
世
中
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
た
新
年
の
集
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

れ
が
あ
ら
た
め
て
﹁
新
年
名
刺
交
換
会
﹂

と
銘
打
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
福

澤
の
死
か
ら
４
年
経
っ
た
１
９
０
５
（
明

治
38
）
年
の
元
日
か
ら
だ
っ
た
。
前
年
12

月
発
行
の
﹃
慶
應
義
塾
學
報
﹄
に
﹁
慶
應

義
塾
新
年
名
刺
交
換
会
発
起
人
﹂
名
義
で

﹁
相
互
ニ
新
正
ヲ
祝
シ
旧
誼
ヲ
温
ム
ル
ノ

趣
意
ヲ
以
テ
﹂
開
催
す
る
旨
の
告
知
広
告

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
第
１
回
新
年
名
刺
交
換
会
の
記
録

を
見
る
と
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま

で
７
時
間
に
も
わ
た
っ
て

開
催
さ
れ
た
。
三
色
旗
や

紅
白
の
幔ま
ん
ま
く幕
を
張
り
巡
ら

し
た
会
場
の
正
面
に
は
福

澤
諭
吉
像
が
掲
げ
ら
れ
、

左
右
に
は
遺
墨
や
書
簡
、

義
塾
の
記
録
の
ほ
か
、
福

澤
愛
用
の
居
合
い
刀
、
米

つ
き
の
臼
・
杵
な
ど
が
展

示
さ
れ
て
い
た
。
大
鏡
餅

は
そ
の
前
の
教
卓
に
鎮
座
。

当
時
の
永
澤
邦
男
塾
長
名
義
で
出
さ
れ
た

案
内
文
に
は
﹁
…
…
福
澤
先
生
誕
生
記
念

日
に
こ
の
行
事
を
併
せ
行
な
っ
た
方
が
よ

り
多
数
の
方
の
参
加
を
得
て
一
層
意
義
深

い
も
の
に
な
る
…
…
﹂
と
記
さ
れ
て
い
る
。

60
年
以
上
に
わ
た
っ
て
元
日
の
行
事
と
し

て
開
催
さ
れ
て
き
た
新
年
名
刺
交
換
会
の

日
程
変
更
に
は
批
判
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
10
年
以
上
を
経
た
１
９
７
８
（
昭
和

53
）年
１
月
号
の﹃
三
田
評
論
﹄
に
も
、﹁
元

旦
に
新
年
名
刺
交
換
会
を
﹂
と
題
し
た
塾

員
か
ら
の
寄
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
す
で
に
半
世
紀
を
経
た
現
在
で
は
、

１
月
10
日
に
福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
と
新

年
名
刺
交
換
会
が
併
せ
て
開
催
さ
れ
る
日

程
が
定
着
し
、
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
新
年

を
象
徴
す
る
行
事
と
な
っ
て
い
る
。

日
露
戦
争
の
最
中
だ
っ
た

第
１
回
「
新
年
名
刺
交
換
会
」

福
澤
先
生
誕
生
記
念
会
と
の

同
日
開
催
か
ら
半
世
紀
以
上

第１回新年名刺交換会（1905 年）
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新年名刺交換会（1965 年）


